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1111.緒言緒言緒言緒言    

 Brain-Computer Interface（BCI）とは，脳の神経活動を

非侵襲的に測定し，機械への入力信号とする新しいインター

フェイスである．手足等を介さずに入力することができるた

め身体障害者の生活支援等，様々な分野で実用化が期待され

ている．しかし， BCIを利用するための効率的な訓練法の

開発が必要である． 

そこで本報告では BCI の利用に使用可能な脳の活動を誘

発させる為の訓練法の開発を目的とし，脳の神経活動を自分

の意志である程度コントロールできるようになるための方法

の模索，またその訓練法を他人に適用した場合，どれ程の効

果が得られるのかということを検証する． 

2222.実験内容実験内容実験内容実験内容    

実験では fNIRS測定装置(ETG-7100)を用い，脳血流状態

を測定した． 

本研究では前頭前野を BCIコントローラと見立て，訓練を

行うことで左側と右側の前頭前野をそれぞれ独立して活性化

と沈滞化ができるようになることを目指す． 

‐‐‐‐2222----1111実験１実験１実験１実験１について‐について‐について‐について‐    

被験者Aが図１に示すETG-7100の2次元トポグラフィ画

像表示画面で自分の脳血流状態を確認しながら，脳血流をコ

ントロールする為の課題を継続的に訓練として行うことで左

側，右側前頭前野がそれぞれ優位的に活性化するように自分

の脳血流状態をコントロールさせる． 

 

図.１ 2次元トポグラフィ画像表示画面 

コントロール出来たかどうかは 

 

という順で指示を出し，どの程度指示に則した脳血流状態が

得られるかという確認実験を行い，その結果から判断する． 

‐‐‐‐2222----2222実験実験実験実験 2222について‐について‐について‐について‐    

被験者 A が訓練を行う上で気付いた点を被験者 B，C，D

の 3人に脳血流状態をコントロールするためのコツとして伝

授し 7日間の訓練を行う．被験者Aと同様の確認実験を行い，

初日と最終日の結果を比較することで，どの程度の効果が得

られたのかということを検証する． 

コントロールの為に使用した課題を以下に示す． 

 

3333....実験結果実験結果実験結果実験結果    

‐‐‐‐3333----1111 実験実験実験実験１１１１‐‐‐‐    

被験者 Aの確認実験の結果として左側，右側前頭前野別に

時系列のグラフに表したものを図 2として示す． 

※グラフ上の細い線が訓練初日，太い線が最終日のデータ 

=沈滞化 =左側活性化 =右側活性化 

 

図.2 被験者Ａ 

初日と最終日のデータの違いとして，最終日のほうが反応に

まとまりがあり，安定していることがわかる．初日では課題

と反応の関連性があまり見られなかったが，最終日では，左

側，右側それぞれの活性化の指示において両側での反応が見

られたが，指示に該当した時のほうが高い反応が得られた．

また，活性化の後に沈滞化の指示を出すと下がり方に差はみ

られるものの，いずれの場合もグラフが下方傾向にあること

がわかる．この結果から被験者 Aは脳の血流をある程度コン

トロールできるようになったと判断した． 

被験者Aがこの訓練で注意した点や気付いた点を以下に記す． 

    

‐‐‐‐3333----2222 実験実験実験実験 2222‐‐‐‐    

以上の事をコツとして被験者 B，C，D の 3 人に伝え，訓練

を行った結果を以下に図 3，図 4，図 5として示す． 

 

図.3 被験者 B 

 

図.4 被験者 C 

 

 

図.5 被験者 D 

一部例外はあるものの，被験者 Aと同じように全体的に最終

日のほうが安定している．これは沈滞化課題の効果が出たた

めと思われる．しかし，活性化の指示においては，要求に近

い反応はあまり得られず，効果が出たとは言い難い． 

4444....結言結言結言結言    

今回は 7日間という短期の実験であったが，次は長期(１ヶ

月程度)の訓練を行い，その経過を見ていきたい．それと同時

にもっと効果のある訓練法を模索していく． 


